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••••• 

石原  俊教授 (専 攻  歴 史 社 会 学 、島 嶼 社 会 論 、グローバリゼ

ーション論 )  

••••• 

( 1 )  社 会 学 と は どの よ う な 学 問 と お 考 え で す か 。   

  わたし たち 自 身 が内 属 し てい る 社 会 を 自 己 反 省 的 に （ r e f l e x i v e ）

みる 学 問 。 日 本 語 の翻 訳 社 会 学 用 語 を 使 ってい えば 、 社 会 を 再 帰

的 に（ r e f l e x i v e ）捉 えようと す る 学 問 で す。   

 し かし 、 ひと く ちに 対 象 が社 会 で ある と い って も 、社 会 学 が扱 う 社 会

には一 定 の 領 域 が ある ような 気 がし ま す。 それが 近 代 社 会 と い うやつ

です 。た だし ここでい う近 代 は、 高 校 まで の社 会 科 と く に歴 史 の 授 業

で習 って き た「 近 代 」と い さ さ かニュア ン スが違 うこと を 、 頭 に入 れ てお

い てくださ い 。たぶ ん みなさ んは 、 定 期 試 験 や 入 学 試 験 のた めにひ た

すら 事 件 や年 号 を 暗 記 し てき たでし ょ うが、こうし た 暗 記 労 働 のため に

設 定 さ れ てい る 「近 代 」は 、い ってみ れ ばひと つ の時 期 区 分 にす ぎま せ

ん。 日 本 でい え ば「 明 治 維 新 か ら敗 戦 まで」と い う ように（ そし て「 敗 戦

から 現 在 まで 」が「 現 代 」な どと 時 期 区 分 さ れる わけ で す） 。  

 これに 対 し て社 会 学 が 扱 う近 代 社 会 と は、た んな る 事 件 史 的 な時

期 区 分 な ので はなく 、ザ ッ クリ い えば 、 強 力 なメ カニ ズム（ 秩 序 ・ 傾 向 ）

を 備 え たい くつ かの システム（の 複 合 体 ）に、 人 類 史 上 初 め て世 界 中

が巻 き込 まれてし ま った 社 会 のこと で す 。たと えば 、資 本 主 義 ・ 国 民

国 家 ・近 代 法 ・官 僚 制 ・近 代 家 族 ・ 学 校 制 度 と い った 諸 システム が

思 い 浮 か びま す。こ の近 代 は英 語 でい う mod e r n に 相 当 し 、「 現 代 」と

時 期 区 分 さ れる 時 代 に 生 き てい る わた し たちを も、 逃 れ が たい 力 で巻
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き込 んでい るメ カ ニ ズムを 指 し てい ます （人 文 ・社 会 科 学 で い う

mod e r n の 訳 語 は 、 「現 代 （的 ）」 ではな く「近 代 （ 的 ）」 です ） 。  

 し たが っ て社 会 学 と は、 最 大 公 約 数 的 にい うな ら ば、 近 代 社 会 にお

け るさ まざ まなシ ス テムのメカ ニズム や 、そうし たメ カニ ズム に翻 弄 さ れ

つつ 、あ ると きはシ ステムに 服 属 し 、あ ると き はこれと わ たり あい なが ら

生 き ぬく 人 びと の 生 （活 ） のあり 方 を 、 再 帰 的 に捉 えよ うと す る学 問 、

と なる でし ょうか。  

 だ が、ここ でた だち に留 意 し てお きたい こと があり ます 。 近 代 的 な社

会 システム 、す なわ ちマ ッ クス ・ヴ ェーバ ーと い う社 会 学 の 大 家 の 言 葉

を 借 り てい え ば近 代 社 会 にお い て「 正 当 性 」や 「合 理 性 」を も ってい る

（と みなさ れ る） 諸 シ ステムは 、け っし て 必 然 的 に 支 配 的 に なっ たの で

はあり ませ ん。 それ は、 西 欧 や北 米 な どが 牽 引 し た 18 世 紀 以 降 の 近

代 化 のプ ロセ ス で、 さ まざま な歴 史 的 偶 然 のなか でか なり 恣 意 的 に 採

用 さ れ（ 正 当 化 さ れ ）、 結 果 的 に 必 然 的 で ある かの ように 幅 を きか せ

るよう にな っ た（合 理 化 さ れ た）シ ステ ムなので す。 近 代 的 な 代 議 制 民

主 主 義 ・ 刑 罰 制 度 ・福 祉 制 度 な どは 、 い ろんな 要 素 が ツギ ハギさ れ て

作 ら れたシ ステムが 正 当 化 ・ 合 理 化 さ れた事 例 の 、さ い た るも のでし ょ

う （こうし たツ ギハ ギ の詳 細 に 関 心 があ る人 は、 たと え ばミ シェル・ フー

コーと い う人 の 著 作 がたくさ ん 翻 訳 さ れ てい るの で 、い くつ か選 ん で読

んでみ まし ょう） 。ま たツ ギハ ギ であ るか らこそ 、 近 代 的 な 諸 システム

は、 全 面 的 に 転 覆 ・廃 棄 さ れること は 難 し い にし て も 、可 変 的 な もので

もあり ます 。  

 な により 西 欧 と い うシステムの「 中 心 」 近 くで 生 きてい たヴ ェーバ ー自

身 が 、偶 然 的 に 始 動 し た 近 代 的 シ ス テムが必 然 化 さ れ るプ ロ セスと 、

未 来 に起 こ るか もし れない 近 代 シ ステム の変 容 の条 件 を 、 再 帰 的 な

構 え で考 えぬい た 人 でし た。 わたし は 社 会 学 を 学 ぶみな さ んに 、こうし

た意 味 で 「近 代 欧 米 」を 相 対 化 す る 視 野 を も って ほし い と 思 っ てい ま
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す。 それは 、 現 在 に い たるま で「 近 代 欧 米 」を 模 倣 し て き た この「近 代

日 本 」を 相 対 化 し 、 再 帰 的 に 考 え てい く作 業 に もつ ながり ます。  

 ( 2 )  先 生 が 専 攻 さ れ て い る 、 あ る い は 、 こ の 大 学 で 学 生 に

教 え ら れ て い る 社 会 学 と は ど の よ う な 学 問 で す か 。  

 さ ら に 、みなさ んに 考 え てほし い こと が あり ます 。 18 世 紀 以 降 に形 成

さ れた近 代 的 な 諸 システムが 、そうし た システム形 成 の 牽 引 役 と なら

なか った（ なれ なか った ）世 界 の 大 部 分 の 地 域 に生 き る 人 びと にと っ

て、 どの ような 意 味 を もっ て きたの かと い うこと です。 イ マニ ュエ ル・ウ ォ

ーラー ステイ ンと い う 社 会 学 者 は、 世 界 のなか で近 代 的 な システムの

牽 引 役 と な っ たい く つかの 地 域 を 「中 心 」 、そう なら なか っ た諸 地 域 を

「周 辺 」と 呼 んでい ます。 そ もそ も 近 代 的 システム は、 「中 心 」にお い て

形 成 さ れ た 後 、 少 し ずつ 平 和 裏 に 「周 辺 」 領 域 に広 がっ た わけ では な

い のです 。  

 たと えば 西 欧 を 「 中 心 」と する 主 権 国 家 システム は、 ヨ ー ロッ パ以 外

の諸 大 陸 や 3 大 洋 の島 々 など 「周 辺 」 諸 地 域 の 土 地 を ヨ ーロ ッパ 出

身 者 たち が取 得 す ること を 「先 占 ( p r i o r  o c c u p a t i o n ) 」と い う法 理 によ

って 正 当 化 し まし た が、このこと は「周 辺 」の 人 びと にと っ ては端 的 に

占 領 ( o c c u p a t i o n ) によ る生 活 空 間 の 強 奪 を 意 味 し てい まし た。 また

資 本 主 義 システム のグロ ーバル な 展 開 は 、「 周 辺 」 諸 地 域 の 多 くを 、

「中 心 」に 安 価 な 資 源 や 原 材 料 を 提 供 するモノ カル チャ ー 経 済 （単 一

または 数 種 の食 料 ・原 材 料 生 産 に特 化 さ せ られた 従 属 的 な 経 済 体

制 ）に 貶 め て きまし た。  

 す なわ ち近 代 と は 、当 初 か らグ ロ ーバ リ ゼーショ ンと し て 現 れて きたの

であり 、し か もその グ ローバリ ゼーショ ン は、「 中 心 」領 域 の 側 が「 周

辺 」 化 し た 領 域 の 人 びと を し ばし ば 権 力 的 ・暴 力 的 に統 治 し たり 収 奪

し たり し なが ら 、植 民 地 主 義 的 に展 開 し て きた のです 。  
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 そし て「 近 代 欧 米 」を 模 倣 し た「 近 代 日 本 」も 、グ ロ ーバ ルなシ ステム

形 成 の波 に＜うま く 乗 っ かる ＞こと に よ って 、 東 アジア・ 北 西 太 平 洋 各

地 に 対 し て 植 民 地 主 義 的 に ふる まう 位 置 に立 っ てき まし た。  

 わ たし の研 究 や 教 育 も 、 以 上 のよう な 問 題 意 識 を 起 点 に し てい ま

す。  

 現 在 の わたし の 研 究 テー マは 、 19 世 紀 か ら現 代 にい た るグ ローバ

ルリ ゼーショ ンの プ ロセ スで 、 海 洋 世 界 や 島 嶼 社 会 を 拠 点 に 生 き る 人

びと が、 世 界 市 場 ・ 主 権 国 家 ・国 民 国 家 ・ 近 代 法 な ど 近 代 的 な諸 シ

ステムの力 に巻 き 込 まれ 「周 辺 」 化 さ れなが ら も、 海 に開 かれた 生 活

実 践 を 組 み 換 え つ つど のよう に生 きぬ い てき たのかを 、文 献 資 料 調

査 と イ ンタ ヴ ュー 調 査 に 基 づい て 叙 述 ・考 察 す ること にあ り ます。 ま

た、 そうし た 市 場 ・ 国 家 ・法 など の＜ 波 打 ち際 ＞で 生 き る人 びと の経

験 を 捉 える ための 、 社 会 理 論 に つい て も考 えてい ます 。 こ れまで の狭

い 意 味 での 研 究 対 象 は 、近 代 日 本 国 家 に 併 合 さ れ 「南 洋 」な どと 呼

ばれて きた 島 嶼 社 会 に 属 す る、 南 方 諸 島 （ 小 笠 原 群 島 ・硫 黄 列 島 ）

や南 西 諸 島 （ 沖 縄 諸 島 など ）と その 関 係 諸 地 域 です 。  

 そ のほか 副 業 的 な仕 事 と し て 、現 代 日 本 社 会 の歴 史 的 な 位 相 を 、

ポストコ ロニア ル状 況 、 ポ スト冷 戦 状 況 、 グロ ーバリ ゼ ー ションと い っ た

観 点 から 解 剖 す る と い う、一 種 の 時 事 評 論 的 な 作 業 も 行 ってい ま

す。  

わたし の 講 義 科 目 や演 習 科 目 で はま ず、 世 界 市 場 ・資 本 主 義 ・

帝 国 主 義 ・主 権 国 家 ・ 国 民 国 家 ・植 民 地 帝 国 と い った 、 グロー バリ

ゼーショ ンを 牽 引 し てき た 近 代 的 システ ム の論 理 に つい て 講 義 し ま

す。 その 後 、 歴 史 社 会 学 的 な 観 点 か ら 、グ ロー バリ ゼーシ ョ ンに 伴 う

植 民 地 主 義 の 展 開 がい か なる 問 題 を もた らし て き たの かについ て、 ま

たその 前 線 に 置 か れた人 びと が 近 代 的 な 諸 システムと ど のように 格
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闘 し て きた のかに 関 し て、 狭 義 の「 経 済 」的 要 因 にと どま ら ない 政 治

的 ・ 文 化 的 要 因 な どの 輻 輳 に目 配 り し つつ 、 考 え てい き ます。  

 そうし た基 礎 的 な 思 考 訓 練 を 経 たう えで 、植 民 地 帝 国 が表 面 的 に

は崩 壊 し た 後 の現 代 世 界 にお い て、 な ぜ世 界 の不 平 等 化 や非 対 象

化 がか え って 進 行 し 、暴 力 が 一 向 にな く なら ない のか につい て、 ポス ト

コロニアル ・低 強 度 戦 争 ・グ ローバリ ズ ムと い った 理 論 的 概 念 の助 け

を 得 なが ら 、思 考 し 、議 論 し ま す 。   

( 3 )  １ ～ ２ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  

1 .  西 澤 晃 彦 ／ 渋 谷  望 『 社 会 学 を つ かむ 』 （ 有 斐 閣 、 2 00 8 ）  巷 に

社 会 学 の 教 科 書 は たくさ ん あり ます が、 これだけ 読 みご たえ のあ

る教 科 書 はな かな かない と 思 い ま す 。 読 者 に安 直 な 妥 協 を し て

い ない ので 、大 学 1 , 2 年 生 が読 む には し んどい 箇 所 もあ る かも

し れません が、 文 体 はたい へん 簡 潔 ・ 明 晰 で あり 、 みなさ ん が何

を 考 え てお くべ きか の、ひと つの 指 針 に なるは ずで す 。ち な みに、

本 学 科 教 員 であ る 稲 葉 振 一 郎 先 生 の『社 会 学 入 門 ― ―＜多

元 化 する 時 代 ＞を どう捉 える か』（ NH K 出 版 、20 09 ） は、 大 学

3 , 4 年 生 もし くは 大 学 院 修 士 課 程 の 学 生 が、 社 会 学 「 再 」 入 門

のためのテ キス トと し て読 むと よい でし ょう。  

2 .  カ ー ル ・ マ ル ク ス 『 フラ ン ス に お け る 階 級 闘 争 ― ― 1 8 48 年 か ら

1 8 5 0 年 ま で 』 （ 大 月 書 店 国 民 文 庫 、 訳 1 9 6 0） ［ →『 マ ルク ス ＝

エ ン ゲ ル ス 全 集 』 7 巻 （ 大 月 書 店 、 1 9 61 ） に 再 録 ］ 、 同 『ルイ ・ ボ

ナ パ ル トの ブ リ ュメー ル 一 八 日 』 （ 平 凡 社 ラ イ ブ ラ リ ー 、 訳

[ 1 9 9 6 ] 2 0 0 8 ）  マルクスを 「 政 治 」 論 文 から 読 み 始 め るの は意 外

かもし れ ません が、 入 門 にふさ わし い と っつ きや すさ と 、 何 度 読 み

直 し て も読 み ごた え のある 面 白 さ を 、 兼 ね備 え た 文 章 です 。 マル

クスが 30 歳 になる 1848 年 か ら翌 年 に かけ て、 西 欧 で 同 時 多

発 的 に大 規 模 な 革 命 運 動 が 起 こり ま す。み なさ ん はたぶ ん高



6 

 

校 の 世 界 史 の 授 業 で、こ の革 命 運 動 はブルジ ョワジ ー（ 土 地 ・

原 材 料 ・ 機 械 な ど を 買 い 集 め て産 業 を 組 織 す る 役 割 を 獲 得 し

た有 産 階 級 ） の旧 体 制 に対 する 「市 民 革 命 」 だと 教 えら れたは

ずです 。し かし 前 者 でマル ク スは 、この「 市 民 革 命 」が 実 は プロ レ

タ リ アート（生 き 延 び るため に 自 分 の 労 働 力 以 外 なに も 売 るも の

を もた ない 無 産 階 級 の 人 びと ）の 闘 争 に支 えら れてい たと 喝 破

し 、革 命 の 過 程 で プ ロレタ リ アー トの 運 動 が ブルジョ ワジー に裏

切 ら れ鎮 圧 さ れ て い く過 程 を 憤 怒 と と もに 叙 述 し まし た 。 後 者 の

著 作 は、 プロ レタ リ アートが 排 除 さ れ た 後 、 男 性 普 通 選 挙 制 度

に支 えら れた フラ ン スの議 会 制 民 主 主 義 が 、ブ ルジョワ ジ ー諸

派 の 代 表 を 自 任 す る政 治 集 団 間 の 抗 争 に よっ て 空 洞 化 し てい

き、 やが て＜ 意 図 せ ざる 結 果 ＞と し てル イ・ ボナパ ルト（ ナポ レオ

ン I I I 世 ）に よる 帝 制 を 呼 び 込 んでし ま う政 治 過 程 を 、 冷 静 に 分

析 し てい ま す。 前 者 の文 庫 版 は 絶 版 の ため 、イ ンタ ー ネット から

古 本 を 手 に 入 れ る か、『 マル ク ス＝ エン ゲルス 全 集 』（ たい てい ど

の大 規 模 図 書 館 に もあ る）を 借 り て 読 むと よい でし ょう 。  

3 .  良 知  力 『 青 き ド ナ ウ の 乱 痴 気 ― ― ウィ ー ン 1 8 48 年 』（ 平 凡 社

ラ イ ブ ラ リ ー 、 [ 1 9 8 5 ] 1 9 9 3 ）  「契 約 」「 派 遣 」な どの 不 安 定 な 雇

用 形 態 がこの 国 の メディア で も話 題 に なっ て久 し い ですが 、資 本

主 義 と い う ものは 原 理 的 に、 すべ ての プ ロレタ リ アー トが つね に

安 定 的 に 賃 労 働 者 で あり 続 け られ る ようには で きてい ま せん。

資 本 の運 動 は 、好 不 況 や生 産 手 段 の 改 良 状 況 （技 術 革 新 な

ど）に 応 じ て 労 働 者 と し て吸 収 し たり 失 業 者 と し て放 出 し た り で

きる 「産 業 予 備 軍 」 を 、つ ねに 必 要 と す るも のだ から です 。 こうし

た「産 業 予 備 軍 」 の なかで 、さ ま ざま 都 市 雑 業 に 従 事 し な がら

生 計 を 立 て てお り 賃 労 働 者 への 社 会 移 動 が最 も 困 難 な 階 級

を 、マル ク スは と く に 「ルンペ ン・ プロ レタ リ アート」と い う蔑 称 で分

類 し てい ま す。 そし てマル ク スは 上 記 の 著 作 で、 1848 年 革 命 に

お け る「ル ンペ ン・ プ ロレタ リ アー ト」は 、 ブルジョ ワジー に買 収 さ

れ、 大 工 場 労 働 者 を 中 核 と す る プロ レ タ リ アートの階 級 闘 争 を
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妨 げ る役 割 を 果 た し た「反 革 命 的 」 階 級 だと 断 罪 し てい ま す。こ

れに対 し て本 書 は 、 ヴィー ンにお け る 4 8 年 革 命 の 過 程 で 最 も

持 続 的 な 闘 争 を 展 開 し たの は、 マル ク スの盟 友 エン ゲル ス が歴

史 の「 進 歩 」の 担 い 手 に なり 得 ない 存 在 だと 断 じ た「 スラ ブ人 」、

具 体 的 に は東 欧 の 農 村 で耕 作 地 を 追 われ生 存 の 条 件 を 求 め

て都 市 周 辺 に 流 れ つい た 名 も ない 無 数 の「 ルンペ ン・ プロ レタ リ

アート」の 人 びと で あっ たこと を 、 活 き 活 きと し た歴 史 叙 述 に よっ

て浮 き彫 り にし てい きます 。 著 者 がガ ン の進 行 と たた かい な がら

書 い た（ 「あと が き」 の脱 稿 は亡 くな る 半 月 前 ） 、渾 身 の 遺 作 で

す。 同 じ 著 者 の『 向 こう岸 か らの 世 界 史 ――  一 つの 48 年 革

命 史 論 』（ ちく ま学 芸 文 庫 、 [ 1 9 7 8 ] 1 9 9 3 ）や 『女 が 銃 を と るま で  

若 き マル クスと その 時 代 』（日 本 エデ ィ タ ース クール 出 版 部 、

1986 ）も 。  

4 .  マ ッ ク ス ・ ヴ ェ ー バ ー『 プ ロ テ スタ ン テ ィ ズム の 倫 理 と 資 本 主 義 の

精 神 』 （ 岩 波 文 庫 、 訳 [ 1 9 5 4 ] 1 9 8 9 ） 、同 『 プ ロ テ スタ ン テ ィズ ム の

倫 理 と 資 本 主 義 の《 精 神 》 』 （ 未 來 社 、訳 [ 1 9 3 6 ] 1 9 9 4 ）  説 明

するま で もない 社 会 学 の 古 典 です 。初 期 資 本 主 義 にお け るブ ル

ジョワジー はど のよ うな情 動 の 回 路 に 導 かれ て 、絶 えざ る 資 本

蓄 積 を ＜ 意 図 せ ざ る結 果 ＞と し て 駆 動 さ せた のかが 、 緻 密 にし

かし 大 胆 に分 析 さ れます 。だ がヴ ェー バーがこのお そる べ き著 作

を 書 い てい た 世 紀 転 換 期 （ それは ちょ うど帝 国 主 義 全 盛 の時

代 で もあり まし た） に は、 彼 自 身 も述 べ てい る ように 、す でに 資 本

蓄 積 の運 動 を 駆 動 さ せた「 世 俗 内 禁 欲 の エート ス」は 表 面 的 に

は消 え 去 ってし まっ てお り 、 資 本 の運 動 は 植 民 地 分 割 へ と 暴 走

し 、西 欧 社 会 には 彼 のい うと ころ の「 享 楽 人 」と し て のブ ルジョワ

ジーが跳 梁 跋 扈 し てい まし た 。に もか かわら ず、 次 の 世 紀 転 換

期 で ある 現 代 の「 ブ ルジョワジ ー」の 情 動 のあり 方 （ それは こんに

ち「 プロ レタ リ アート」 の情 動 に も浸 透 し てき てい ます ）に つ い て考

える 際 に も 、ヴ ェー バーの 洞 察 が教 え てくれ ること はす くな くあり

ません 。  
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5 .  安 丸 良 夫 『 出 口 な お 』 （ 朝 日 新 聞 出 版 、 [ 1 9 7 7 ] 1 9 8 7 ） ［→ 『 出

口 な お ― ― 女 性 教 祖 と 救 済 思 想 』 （ 洋 泉 社 M C 新 書 、 2 00 9 ）

で 再 刊 → さ ら に 『 出 口 な お ― ― 女 性 教 祖 と 救 済 思 想 』 （ 岩 波 現

代 文 庫 、 2 0 1 3 ） で も再 刊 ］  近 代 日 本 にお い てお そ らく 最 も特 異

な宗 教 家 ・思 想 家 の評 伝 です 。 出 口 なお は、 丹 波 （ 京 都 府 中

部 の 中 山 間 地 域 ） に生 ま れ育 ち 、日 本 の 資 本 主 義 的 シ ステム

が「地 方 」を 巻 き 込 むプ ロセ スで 収 奪 や 貧 困 を 生 活 者 と し てな

めつくし た一 女 性 で す。 なお は「 神 がか り 」を 経 て 終 末 論 的 な宗

教 を 創 設 し 、 「現 人 神 」＝ 天 皇 に 代 わ る救 世 主 と し て日 本 国 家

の諸 シ ステムを 倒 し 、世 界 の 根 底 的 変 革 を 成 し 遂 げ ようと する

思 想 にま で到 達 し ます。 ち なみに 個 人 的 なこと ですが 、 な お の出

身 地 であ る京 都 府 綾 部 市 は 、わ たし の 母 方 の祖 父 の 生 地 があ

る自 治 体 であり 、 祖 父 と 祖 母 が 結 婚 後 住 み 母 を 生 ん だ 地 であ

る京 都 府 亀 岡 市 内 の集 落 は 、なお の 娘 婿 の出 口 王 仁 三 郎 の

生 誕 地 で あると い う ように 、な ぜかた ま たま地 縁 が あり ま す （祖

父 母 や母 は 信 者 で もな んで も あり ませ んが） 。同 じ 著 者 の 『日 本

の近 代 化 と 民 衆 思 想 』（ 平 凡 社 ラ イ ブ ラリ ー、 [ 1 9 8 5 ] 1 9 9 9 ）も 。  

6 .  松 下 竜 一 『 暗 闇 の思 想 を ― ― 火 電 阻 止 運 動 の 論 理 』 （朝 日

新 聞 社 、 1 9 7 4 ）［ →『 暗 闇 の 思 想 を ―― 火 電 阻 止 運 動 の論

理 』 （ 社 会 思 想 社 教 養 文 庫 、 1 9 8 5 ）に 再 録 → さ ら に 『 松 下 竜 一  

そ の 仕 事 < 1 2> ― ― 暗 闇 の 思 想 を 』（ 河 出 書 房 新 社 、 1 9 9 9 ） に

再 録 → さ ら に 『 暗 闇 の 思 想 を ／ 明 神 の小 さ な 海 岸 に て 』（影 書

房 、 2 0 1 2 ）に 再 録 ］  隠 れ た名 著 です 。 文 庫 普 及 版 を 刊 行 し た

社 会 思 想 社 が 倒 産 し 、 再 録 し た河 出 書 房 新 社 版 も 品 切 状 態

になり 、書 店 で は入 手 困 難 に な ってい ま し たが、 2012 年 に 続 編

の『明 神 の 小 さ な 海 岸 に て』 も収 録 し て 影 書 房 か ら 再 刊 さ れま

し た。2 004 年 に 亡 く なっ た著 者 は 、ほ ぼ 終 生 を 大 分 県 中 津 市

です ごし た 小 説 家 で あり ルポラ イタ ー で あり 社 会 運 動 家 で す。 社

会 運 動 家 と い っ ても 、お そ らくみ なさ ん が 漠 然 と イメー ジす る それ

と は、か なり 異 なり ます。 家 業 の 豆 腐 屋 を たた んで 作 家 にな った
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著 者 は（ 20 08 年 に 亡 くな っ た緒 形 拳 さ ん主 演 の TV ドラ マ 『豆

腐 屋 の四 季 』の 原 作 者 で もあり ま す） 、思 わぬ きっ かけ か ら、 自

らが 住 む 周 防 灘 沿 岸 の 人 びと の「い の ちき 」を 守 るた めに 、 「周

防 灘 総 合 開 発 」の 波 のな かで 九 州 電 力 が もく ろむ 火 力 発 電 所

建 設 を 阻 止 すべく 、 住 民 運 動 に 身 を 投 じ ます。 大 卒 者 で も なく

互 い に 職 業 も 異 な る人 びと が 、「科 学 」を 称 す る九 電 側 の 論 理

に抗 す る ための 学 習 サー クルを ＜下 から＞ 作 り 上 げ るこ と の意

味 、 「開 発 」の 波 に 乗 っ かり たい 匿 名 の同 郷 人 か ら 家 族 に加 え

られ る脅 迫 、一 時 金 を 手 渡 さ れて 漁 業 権 を 放 棄 さ せら れてい く

漁 師 たちと の関 係 など . . .  

「大 切 なこと は 、 自 分 はし ろ うと だか ら と ても 分 か るはず は ない と

し て『思 考 放 棄 』を し てはな らぬと い うこ と だ。」  

本 書 から わたし たち が学 ぶ べきこと の 裾 野 はたい へん 広 い 。 と り

わけ 、20 11 年 の福 島 第 一 原 発 の メル トダウ ンを き っかけ に、 電

力 会 社 が「 科 学 」の 名 の もと に 発 す る言 葉 が どれだけ 人 びと を

欺 い て きた のかが 、 誰 の 目 に も露 わに なっ てい く なかで 、 本 書 の

重 要 性 は ますま す 増 し てい ると い える でし ょう。  

7 .  上 原 一 慶 ／ 桐 山  昇 ／ 高 橋 孝 助 ／ 林  哲 『 東 ア ジ ア 近 現 代 史  

新 版 』 （ 有 斐 閣 、 2 01 5 ）  まず「知 る」 た めに読 んでお くべ き 教 科

書 で す。 2015 年 に 新 版 が刊 行 さ れ 、 冷 戦 後 の 記 述 が大 幅 に

増 補 さ れ まし た 。 東 アジアは、 世 界 市 場 ・ 資 本 主 義 ・主 権 国

家 ・ 国 民 国 家 な ど 歴 史 的 に 異 な る 時 期 に 形 成 さ れ た 近 代 的 な

諸 システム が、 19 世 紀 半 ば に一 気 に 押 し 寄 せ た 地 域 に あたり

ます。 その なか で近 代 日 本 国 家 は 、 西 欧 産 の社 会 システ ムを

積 極 的 に 模 倣 し て 主 権 国 家 ・国 民 国 家 の 体 裁 を 急 速 に 整 備

し 、資 本 主 義 的 生 産 体 制 を 養 成 し 、さ らに 東 アジア にお け る近

代 システム の「 中 心 」と なる べく 周 囲 の 諸 地 域 への 植 民 地 主 義

的 介 入 を 進 めてい きます 。 そのこと が 現 在 にい た るま で 東 アジア

にどの よう な亀 裂 や 葛 藤 を 持 ち 込 ん だ のかを 、 日 本 国 家 の内

部 で 生 き る 者 は 知 らねば なり ま せん 。 より 詳 し く 学 び たい 場 合
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は、 和 田 春 樹 ほか  編 『 岩 波 講 座  東 ア ジア近 現 代 通 史 』 全

11 巻 （ 岩 波 書 店 、 2010 -201 1 ）を 手 に と ってく ださ い 。  

8 .  中 野 好 夫 ／ 新 崎 盛 暉 『 沖 縄 戦 後 史 』 （ 岩 波 新 書 、 1 9 76 ）  沖

縄 諸 島 は 18 70 年 代 の 近 代 日 本 帝 国 の 形 成 期 に 占 領 ・併 合

さ れ、 世 紀 転 換 期 の日 本 資 本 主 義 の 形 成 過 程 では 糖 業 モノ

カルチ ャ ー経 済 に 貶 め られ て「 周 辺 」 化 さ れ 、 1920 年 代 の糖 業

不 況 （沖 縄 で は「 ソ テツ地 獄 」と 呼 ばれ る）の 後 に は大 阪 や 東 京

への労 働 力 の供 給 地 と し て 日 本 資 本 主 義 の発 展 に 利 用 さ れ、

1940 年 代 の アジア 太 平 洋 戦 争 では 日 米 軍 によ っ て地 上 戦 の

場 と し て 利 用 さ れ 、 戦 闘 に動 員 さ れ た 多 くの 人 びと が 死 に い たら

さ れたあげ く 、敗 戦 後 は 日 本 国 の（ 再 ） 独 立 と 引 き 換 えに 米 国 ・

米 軍 に貸 与 さ れま し た。 本 書 の叙 述 はこの地 点 か ら 始 まり ま

す。ここ で描 かれて い る沖 縄 の「 戦 後 史 」で ク ロー ズア ッ プ さ れる

のは、 「民 政 」と い う 名 の 実 質 的 軍 政 を 敷 き 、＜ 銃 剣 と ブル ドー

ザー＞に よ って 住 民 の土 地 を 接 収 し て 基 地 建 設 を 進 め 、 ＜基

地 依 存 経 済 ＞ に住 民 を 動 員 し てい く 米 軍 統 治 に 対 す る 、 沖 縄

の人 びと の紆 余 曲 折 を 経 た長 い 闘 争 のプ ロセ スで す。し かし こ

の本 を 読 む際 には 、米 国 の 東 アジア 戦 略 に乗 っかり つ つ、 冷 戦

の前 線 を 沖 縄 そし て台 湾 や 朝 鮮 半 島 に押 し つけ ること に よっ て

高 度 経 済 成 長 を と げた 、この 国 ＝日 本 国 の「 戦 後 」の あり 方 こ

そが問 い 直 さ れ なけ ればなり ま せん 。 本 書 を 読 み 始 め て 、そ の

歴 史 的 背 景 が わか り にくい と 感 じ た 人 は、ま ず勝 方 = 稲 福 恵 子

／前 嵩 西 一 馬  編 『沖 縄 学 入 門 ―― 空 腹 の作 法 』（ 昭 和 堂 、

2010 ）に 目 を 通 すと よい 。 沖 縄 にお け る 地 上 戦 に つい て は 、林  

博 史 『沖 縄 戦  強 制 さ れた 「集 団 自 決 」』 （吉 川 弘 文 館 、 20 09 ）

が、 現 在 の研 究 水 準 に 基 づい た 説 得 性 の 高 い 論 述 と な ってい

ます。 1972 年 の 日 本 国 への施 政 権 「 返 還 」以 降 に つい て は、

新 崎 盛 暉 『沖 縄 現 代 史  新 版 』（ 岩 波 新 書 、 [ 1 9 9 6 ] 2 0 0 5 ）を 。

また 、櫻 澤  誠 『 沖 縄 現 代 史 ―― 米 国 統 治 、 本 土 復 帰 か ら「 オ
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ール沖 縄 」 まで』 （ 中 公 新 書 、 2 015 ） は、 最 新 の研 究 成 果 に 基

づく沖 縄 「戦 後 」 通 史 と し て 必 読 です 。  

( 4 )  ３ ～ ４ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  

年 次 で分 け る意 味 を あま り 感 じ ま せん ので 、 1 , 2 年 生 で あ って も ( 3 ) で

あげた 文 献 の続 き に読 ん だ らい い も の もあり ます 。   

1 .  カ ー ル ・ マ ル ク ス 『 資 本 論 ― ― 経 済 学 批 判 』 1 ～ 9 分 冊 （ 大 月 書 店

国 民 文 庫 、 訳 [ 1 9 5 3 ] 1 9 8 2 ）  

 ( 3 ) - ②③を 読 んだ ら、 『資 本 論 』に 進 んでみ まし ょう。 何 度 読 み返

し ても 必 ず 刺 激 が 受 け ら れる 本 で す。 し かし 古 典 を 読 むこ と になれ

てい ない と 、 早 く も 序 章 から 投 げ 出 し てし まい たく な るか も し れませ

ん。 なぜ なら 『資 本 論 』は 読 者 にと って 幸 か 不 幸 か 、 最 も 魅 力 的 だ

が最 も難 解 で 論 争 的 な 、商 品 世 界 と り わけ フェテ ィシ ズム（ 物 神

性 ）／ 価 値 ／労 働 の関 係 に つい ての 議 論 から 、 始 ま って い るか ら

です 。投 げ出 し たく なっ た ら、 たと え ば 廣 松  渉 『 今 こ そマ ルク スを 読

み返 す 』（ 講 談 社 現 代 新 書 、 199 0 ）の 助 け を 得 て か ら、 ふ たたび

『資 本 論 』 に もど る と よい かもし れませ ん。この 本 の フ ェティ シズム 解

釈 には 異 論 も 寄 せ られ てい ます が、 な ぜフ ェティシ ズム 論 がこれほ ど

まで 魅 力 的 で 論 争 的 なの かがわ かり ま す。『 資 本 論 』は 、 すくな くと

も原 著 第 1 巻 相 当 （国 民 文 庫 版 の訳 書 では 第 3 分 冊 ） までは 通

読 し まし ょう。 また マ ルク スの 階 級 論 に つい ては 、 次 の 事 典 に 簡 単

な解 説 を 書 い てい るので 読 んでみ てく ださ い （石 原  俊 「 階 級 と 階

級 闘 争  カ ール・ マ ルク ス」 日 本 社 会 学 会 事 典 編 集 委 員 会  編

『社 会 学 事 典 』丸 善 、 201 0 、 12 - 13 頁 ） 。  

2 .   ベ ネ デ ィ ク ト・ ア ンダ ー ソ ン 『 定 本  想 像 の 共 同 体 ― ― ナシ ョ ナリ ズ

ム の 起 源 と 流 行 』 （書 籍 工 房 早 山 、 訳 [ 1 9 8 7 ] 2 0 0 7 ）  資 本 主 義 シ

ステムのほか に 、近 代 社 会 に 生 きる わ たし た ちを 拘 束 し て い るネイ

ション（ 国 民 ・民 族 ） のメカ ニズムを 解 き 明 かし た 書 物 です 。 ネイショ

ン（たと えば 日 本 国 民 ・ 日 本 民 族 ・日 本 人 ）は昔 か ら連 綿 と 続 い て
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きた 共 同 体 であ る かのよう に意 識 さ れ ますが 、せい ぜい 1 9 世 紀 以

降 に 大 衆 化 し た 「 想 像 の共 同 体 」で ある にすぎ ませ ん。 し かし 、ヴ ェ

ーバーのい う 「合 理 化 」「 世 俗 化 」 「脱 魔 術 化 」を 特 徴 と す る近 代

化 の 過 程 で、 「宗 教 的 」で 「非 合 理 」に みえる ネ イショ ン意 識 が 、な

ぜ世 界 中 にこれほ ど強 力 に 定 着 し た のでし ょうか 。答 え はここには

書 き ません が、こ の 問 い に 対 す る説 明 はアン ダー ソン の洞 察 が 最 も

冴 え る箇 所 です 。 原 著 が刊 行 さ れ て からま だ 四 半 世 紀 し か経 って

い ない し 、著 者 も存 命 で すが 、早 くも 社 会 学 や政 治 学 の古 典 の 位

置 を 占 め たと 言 っ て い い でし ょう。本 書 を 含 むア ンダ ーソ ン のネイシ

ョン論 に つい ては 、 次 の 教 科 書 に 解 説 を 書 い てい る ので 、 ぜひ読 ん

でみて くださ い （ 石 原  俊 「国 民 国 家 の形 成 ――ベ ネ ディ クト・ア ン ダ

ーソ ン『 想 像 の共 同 体 』」 井 上  俊 ／伊 藤 公 雄  編 『 社 会 学 ベ ーシ

ッ クス  9 巻 ： 政 治 ・ 権 力 ・公 共 性 』世 界 思 想 社 、 2 011 、3 3 -42

頁 ） 。ま た日 本 と い うネイショ ンが 、 幕 藩 体 制 下 の儒 教 的 秩 序 や

国 学 の「古 代 」 イメ ージのな かか ら 、何 を どのよう に利 用 し たり 排 除

し たり し て形 作 られ たのか につい ては 、 橋 川 文 三 『ナシ ョナ リ ズム

――その 神 話 と 論 理 』（ 紀 伊 國 屋 書 店 、 [ 1 9 6 8 ] 2 0 0 5 ）を ぜひ読 ん

でくださ い 。  

3 .   マ ッ ク ス ・ ヴ ェ ー バー 『 職 業 と し て の 政 治 』 （ 岩 波 文 庫 、 訳

[ 1 9 8 0 ] 2 0 1 0 ）  上 記 ②を 読 ん だら 、こ の 本 に も目 を 通 し まし ょう。資

本 主 義 やネ イシ ョン のほかに もう ひと つ 、わ たし た ちを 拘 束 し てい る

大 き な力 があり ます 。そ れがステ イト （国 家 ）で す 。「 国 民 国 家 」と よ

く言 わ れます が、 国 民 ＝ネ イショ ンと 国 家 ＝ステ イト は別 々 のメカ ニ

ズムで 動 い てい ます 。これ らを 混 同 す る ような 論 調 も 目 立 ち ますが 、

勘 違 い し ない ほうが い い 。ヴェ ーバー は 近 代 国 家 に 関 す る 有 名 な

定 義 で、 「国 家 は そ の域 内 にお い て 正 当 な 物 理 的 暴 力 行 使 の 独

占 を 要 求 す る」と 述 べてい ます 。 要 す る に「国 民 国 家 」と は 、国 民 ・

民 族 （ネ イショ ン）と い う共 同 体 の 外 縁 が、 暴 力 を 独 占 し よ うと する

国 家 （ステ イト）と い う単 位 と 一 致 し てい るべ きだ 、と い う強 迫 観 念

に導 か れた 、 国 家 のひと つ の歴 史 的 形 態 と し て捉 える べ きな ので
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す。 暴 力 につい てさ らに 思 考 を 深 め た い 人 には 、 上 野 成 利 『 思 考

のフ ロンテ ィア  暴 力 』（ 岩 波 書 店 、 20 06 ）と 酒 井 隆 史 『暴 力 の 哲

学 』（ 河 出 書 房 新 社 、 200 4 ）がお 勧 め です 。   

4 .  米 谷 匡 史 『 思 考 のフ ロ ン テ ィ ア  アジ ア／ 日 本 』 （ 岩 波 書 店 、

2 0 0 6 ）  ( 3 ) -⑦ は現 在 の 国 境 を 過 去 に 遡 及 的 に 適 用 す る ような 叙

述 傾 向 が 強 か った わけ ですが 、 本 書 で は むし ろ も っと 柔 軟 な歴 史

叙 述 が目 指 さ れ て い ます（た だし 「 柔 軟 」で あ ること は、 境 界 線 が 産

み出 す 暴 力 を 軽 視 すると い うこと で はあ り ません） 。 本 書 の 目 的

は、 著 者 自 身 に 語 って も らうの がい ち ばんい い でし ょう 。  

「『アジア』 が自 ら『 発 展 』を 求 め て 動 き はじ め、 そこに 『日 本 』が 関

与 し 、 絡 まり あう関 係 が 形 成 さ れ る な かで 、どの よう な矛 盾 ・ 葛 藤

が生 じ る のか 、そこ には『 近 代 』の 暴 力 がい かに 現 れる の かを 、 批

判 的 に分 析 し てい かねばなり ません 。 」  

「東 アジア の現 実 は 、近 現 代 の帝 国 主 義 ・ 植 民 地 主 義 、 そし て 冷

戦 期 の分 断 がうみ だし た 、さ まざ まな 摩 擦 と 亀 裂 が幾 重 にも 刻 印

さ れた場 なの です 。 」  

本 書 と 併 せ て、 やや 大 部 だが 、道 場 親 信 『 占 領 と 平 和 ― ―＜戦 後

＞と い う経 験 』（ 青 土 社 、 2 005 ） も 読 ん でほし い 。   

5 .  冨 山 一 郎 『 近 代 日 本 社 会 と 「 沖 縄 人 」 ― ― 「 日 本 人 」 に なる と い う

こ と 』 （ 日 本 経 済 評 論 社 、 1 9 9 0 ）  先 に述 べた よう に、 沖 縄 諸 島 は

日 本 資 本 主 義 の 形 成 過 程 で 糖 業 モ ノカルチ ャ ー経 済 に 貶 め られ

て「周 辺 」 化 さ れ ま し たが、 1920 年 代 の糖 業 不 況 に よ っ て大 阪 や

東 京 へ多 く の人 び と が仕 事 を 求 め て 移 住 し てい き まし た 。し かし 、

沖 縄 の人 びと にと っ て近 代 的 な 賃 労 働 者 に なると い う 回 路 は 、「 日

本 人 」に なると い う 回 路 と 、不 可 分 に 結 び つい てい まし た 。そし てか

れら にと っ て近 代 的 労 働 者 ＝「 日 本 人 」にな ると い うこと は 、日 本

社 会 のなか で「 沖 縄 （ 文 化 ） 」と み なさ れうる ものを 自 ら 捨 て去 って

い く、日 々の 不 断 の い と なみを 意 味 し て い まし た。こうし て、 「 方 言 」

「毛 遊 ( も ーあし )び」 「蛇 皮 線 (サ ンシ ン ) 」と い った 「遅 れた 沖 縄 文

化 」と 名 指 さ れ る も のを 払 拭 すること に よっ て 積 極 的 に 「日 本 人 」に
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なろうと する 意 識 が 、沖 縄 住 民 や 沖 縄 出 身 者 の 身 体 に内 面 化 さ

れてい き ます 。ま た、 杉 原  達 『 越 境 す る 民 ―― 近 代 大 阪 の 朝 鮮

人 史 研 究 』（ 新 幹 社 、 199 9 ） も名 著 な ので 、ぜひ 読 ん でほ し い 。地

上 戦 後 の 沖 縄 に関 し ては、 ( 3 ) -⑧を 読 んだ 後 、 中 野 敏 男 ほか  編

『沖 縄 の占 領 と 日 本 の 復 興 ― ―植 民 地 主 義 はい か に継 続 し た

か』（ 青 弓 社 、 200 6 ）に進 んで くださ い 。  

6 .  レ ナ ー ト ・ ロザ ル ド『文 化 と 真 実 ― ― 社 会 分 析 の 再 構 築 』（ 日 本 エ

デ ィ タ ー ス ク ール 出 版 部 、 訳 1 9 9 8）  他 人 の痛 み が「わ かる」 「共 感

する」と はどうい うこ と か。 社 会 や 文 化 を 観 察 し 記 録 し 発 信 す ること

には、 どの よう な危 うさ と 可 能 性 があ る のか。 「社 会 調 査 士 」 資 格

を 取 り たい と 思 っ て い る人 には必 読 書 です 。次 の事 典 にこ の本 の

解 説 を 書 い てい る ので 、読 んでみ てく ださ い 。 自 分 で最 も 気 に 入 っ

てい る 文 章 の一 つ です（ 石 原  俊 「レ ナ ート・ ロザルド『 文 化 と 真

実 』」 小 松 和 彦 ほか  編 『 文 化 人 類 学 文 献 事 典 』弘 文 堂 、 20 04 、

283 頁 ）。  

 

 ( 5 )  先 生 の 代 表 的 な 著 書 ま た は 論 文 を 二 つ か 三 つ 教 え て く だ さ

い 。  

1 .  『 硫 黄 島 ―国 策 に 翻 弄 さ れ た 1 3 0 年 』（ 単 著 ： 中 公 新

書 、 2 0 1 9 年 ）   

最 新 作 で す 。 東 京 都 心 の 約 1 2 5 0 k m 南 方 に う か ぶ 硫 黄 列

島 （ 北 硫 黄 島 ・ 硫 黄 島 ・ 南 硫 黄 島 ） は 、 硫 黄 島 が 日 米 の 地

上 戦 の 場 と な っ た こ と だ け が よ く 知 ら れ て い ま す 。 し か

し 、 硫 黄 列 島 に 定 住 社 会 が あ っ た 事 実 、 地 上 戦 に よ っ て 島

民 の 生 活 が 徹 底 的 に 破 壊 さ れ た 事 実 、 そ し て 島 民 の な か に

地 上 戦 に 動 員 さ れ た 人 び と が い た 事 実 は 、 ほ と ん ど 忘 れ ら

れ て し ま っ て い ま す 。 実 は 硫 黄 列 島 は 、 近 現 代 の 日 本 と ア

https://www.amazon.co.jp/%E7%A1%AB%E9%BB%84%E5%B3%B6-%E5%9B%BD%E7%AD%96%E3%81%AB%E7%BF%BB%E5%BC%84%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%9F130%E5%B9%B4-%E4%B8%AD%E5%85%AC%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E7%9F%B3%E5%8E%9F-%E4%BF%8A/dp/4121025253
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ジ ア 太 平 洋 の 矛 盾 や 歪 み が 集 中 的 に 表 れ て い る 場 所 な の で

す 。   

硫 黄 列 島 は 1 9 世 紀 末 、 日 本 帝 国 の 南 進 論 の 高 ま り の な か

で 、 初 期 「 南 洋 」 入 植 地 の 一 つ と し て 開 発 が 始 ま り ま す 。

硫 黄 列 島 は そ の 後 、 製 糖 業 を 軸 と す る プ ラ ン テ ー シ ョ ン 型

入 植 地 と し て 発 展 し 、 日 本 帝 国 の 「 南 洋 」 植 民 地 に お け る

開 発 モ デ ル の 一 つ と な っ て い き ま す 。 1 9 3 0 年 代 に 入 る と 、

特 に 硫 黄 島 の プ ラ ン テ ー シ ョ ン は 、 日 本 帝 国 屈 指 の コ カ の

集 約 的 な 生 産 地 と し て 、 世 界 の 闇 市 場 に も つ な が る 場 と な

り ま し た 。   

そ し て 日 本 帝 国 の 崩 壊 ・ 敗 戦 の 過 程 で 、 硫 黄 列 島 は 本 土 防

衛 の 軍 事 的 前 線 と し て 徹 底 的 に 利 用 さ れ ま す 。 島 民 の 強 制

疎 開 が 実 施 さ れ 、 男 性 の 高 齢 者 ・ 子 ど も と 女 性 全 員 の 総 計

1 0 0 0 人 以 上 が 、 日 本 軍 の 指 示 に よ っ て 故 郷 か ら 追 放 さ れ ま

し た 。 ま た 、 1 0 3 人 の 島 民 が 軍 属 と し て 地 上 戦 に 動 員 さ

れ 、 そ の う ち 生 き 残 っ た の は わ ず か 1 0 人 で し た 。   

日 本 の 敗 戦 後 、 硫 黄 列 島 は 島 民 を 帰 還 さ せ な い ま ま 秘 密 核

基 地 化 さ れ て い き ま す 。 冷 戦 下 の 日 本 は 、 米 軍 に よ る 硫 黄

列 島 の 排 他 的 軍 事 利 用 を 追 認 す る こ と と 引 き か え に 、 主 権

回 復 を 認 め ら れ 、 復 興 そ し て 高 度 経 済 成 長 へ と 突 き 進 み ま

し た 。 そ の か た わ ら で 、 故 郷 を 失 っ た 硫 黄 列 島 民 の 大 多 数

は 、 拓 殖 会 社 の 小 作 人 と し て 搾 取 さ れ て い た 強 制 疎 開 前 以

上 に 、 困 窮 を 強 い ら れ て い っ た の で す 。   

約 半 世 紀 前 の 1 9 6 8 年 、 小 笠 原 群 島 と と も に 硫 黄 列 島 の 施

政 権 が 日 本 に 返 還 さ れ ま し た 。 だ が 日 本 政 府 は 、 硫 黄 島 を

自 衛 隊 に 軍 事 利 用 さ せ 始 め 、 硫 黄 列 島 民 に 引 き 続 き 帰 郷 を

認 め ま せ ん で し た 。 硫 黄 列 島 は 、 軍 事 利 用 の た め に 7 5 年

に わ た っ て 島 民 全 体 が 帰 郷 で き な い と い う 、 世 界 で も 類 例

を み な い 異 常 事 態 下 に 置 か れ て い ま す 。   

硫 黄 列 島 民 は 、「 帝 国 」 と 「 総 力 戦 」 と 「 冷 戦 」 の 世 紀 で
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あ っ た 2 0 世 紀 の 北 西 太 平 洋 に お い て 、 そ の 前 半 の 覇 権 国

家 で あ っ た 日 本 と 後 半 の 覇 権 国 家 で あ っ た 米 国 が 生 み 出 し

た 、 典 型 的 な 犠 牲 者 で あ っ た と い え ま す 。 だ が 、 硫 黄 列 島

民 は 単 な る 歴 史 の 客 体 だ っ た わ け で は あ り ま せ ん 。 か れ ら

は 地 主 や 国 家 や 軍 事 の 力 に 翻 弄 さ れ な が ら も 、 こ の 1 3 0 年

間 を た し か に 生 き 抜 い て き た の で す 。   

に も か か わ ら ず 、 日 本 社 会 は 硫 黄 列 島 民 に 押 し つ け て き た

矛 盾 や 歪 み を 忘 れ 続 け 、 さ ら に は か れ ら の 存 在 そ の も の を

も 忘 れ 続 け て き ま し た 。 そ し て い ま 、 強 制 疎 開 前 の 硫 黄 列

島 の 生 活 経 験 の 記 憶 や 地 上 戦 に 動 員 さ れ た 記 憶 を も つ 島 民

一 世 が 、 次 々 と 亡 く な っ て い ま す 。 日 本 政 府 は 、 硫 黄 列 島

に 島 民 を 帰 す こ と な く 、 島 で の 生 活 経 験 の 記 憶 が 消 滅 す る

時 を 待 っ て い る の で す 。  新 書 の た め 廉 価 で 、 大 学 1 年 生

は も ち ろ ん 、 中 高 生 で も 簡 単 に 読 め る 語 彙 ・ 文 体 で 書 い て

い ま す 。 ぜ ひ 読 ん で み て く だ さ い 。   

2 .  『 群 島 と 大 学 ――冷 戦 ガ ラ パ ゴ ス を 超 え て 』（ 単 著 ： 共 和 国 、

2 0 1 7 年 ）   

こ れ ま で 、 主 に ふ た つ の 領 域 で 文 章 を 書 い て き ま し た 。 ひ

と つ め は 、 歴 史 社 会 学 と 呼 ば れ る わ た し の 専 門 分 野 の 研 究 で

す 。 そ の 狭 い 意 味 で の フ ィ ー ル ド は 、 北 西 太 平 洋 に 浮 か ぶ 小

さ な 島 々 で あ る 小 笠 原 群 島 や 硫 黄 列 島 と 、 そ こ か ら 離 散 し た

人 び と が 住 む 場 所 で す 。 も う ひ と つ の 仕 事 は 、 日 本 社 会 の 歴

史 的 現 在 を 、 ポ ス ト コ ロ ニ ア ル 状 況 や ポ ス ト 冷 戦 状 況 と い っ

た 裏 側 の 視 点 か ら 捉 え よ う と す る 同 時 代 分 析 で す 。 本 書 は 、

こ れ ら ふ た つ の 領 域 に ま た が る 仕 事 の な か か ら 大 小 約 2 0 本

の 文 章 を セ レ ク ト し 、 原 型 を と ど め ぬ ほ ど 加 筆 修 正 ・ 再 構 成

を 経 た も の で す 。   

第 一 部 「 同 時 代 史 と い う 現 場 ―歴 史 の 岐 路 と し て の 現 代 日

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784907986346
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本 」 は 、 ソ ヴ ィ エ ト 連 邦 が 崩 壊 し た 1 9 9 1 年 か ら 四 半 世 紀 間

の 日 本 社 会 を 対 象 と し た 、 社 会 史 的 ・ 思 想 史 的 レ ヴ ュ ー で

す 。 帝 国 期 の 植 民 地 支 配 、 ア ジ ア 太 平 洋 戦 争 期 の 動 員 や 暴

力 、 冷 戦 期 の 特 権 的 地 位 、 そ し て ソ 連 崩 壊 後 の グ ロ ー バ リ ズ

ム や 国 家 主 義 を め ぐ っ て 、 ポ ス ト 冷 戦 期 の 日 本 社 会 が ど の よ

う な 歴 史 的 ・ 思 想 的 課 題 を 突 き つ け ら れ 、 そ れ に ど の よ う に

取 り 組 み 、 あ る い は そ れ を い か に 否 認 し て き た の か を 、 大 学

と い う 教 育 ・ 研 究 ・ 言 論 の 現 場 に 身 を 置 き 続 け て き た 眼 か ら

考 え て い き ま す 。   

第 二 部 「 群 島 と い う 現 場 ―帝 国 ・ 総 力 戦 ・ 冷 戦 の 底 辺 か ら 」

は 、 小 笠 原 群 島 ・ 硫 黄 列 島 を 対 象 と し た 歴 史 社 会 学 の 論 文 ・

エ ッ セ イ か ら 構 成 さ れ て い ま す 。 日 本 本 土 防 衛 の ＜ 捨 て 石 ＞

と し て 強 制 移 住 あ る い は 軍 務 動 員 を 強 い ら れ 、 さ ら に 日 本 本

土 復 興 の ＜ 捨 て 石 ＞ と し て 故 郷 を 事 実 上 の ＜ 帰 還 困 難 区 域 ＞

と さ れ て き た 、 北 西 太 平 洋 の 島 民 の 経 験 か ら 、 日 本 の 総 力 戦

体 制 や 冷 戦 体 制 を 問 い 直 し て い き ま す 。   

第 三 部 「 大 学 と い う 現 場 ―グ ロ ー バ リ ズ ム と 国 家 主 義 の 攻 囲

の な か で 」 は 、 こ の 国 の 大 学 と い う 場 に 関 す る 論 文 ・ エ ッ セ

イ か ら 構 成 さ れ て い ま す 。 グ ロ ー バ リ ズ ム と 緊 縮 主 義 、 国 家

主 義 と レ イ シ ズ ム の 隆 盛 の な か で 、 政 官 財 界 と 民 間 極 右 勢 力

か ら 、 大 学 の 教 育 ・ 研 究 が あ ら ゆ る 圧 力 や 攻 撃 を 受 け て い る

現 在 、 学 問 の 自 由 と 大 学 の 自 治 を ど の よ う に 守 り 発 展 さ せ て

い く こ と が で き る の か を ――そ の 歴 史 的 蹉 跌 を ふ ま え な が ら

――考 え て い き ま す 。   

第 四 部 「 書 物 と い う 現 場 ―歴 史 の 岐 路 を 読 み 解 く た め に 」

は 、 同 時 代 に 刊 行 さ れ た 書 物 に 寄 せ た 書 評 群 か ら 構 成 さ れ て

い ま す 。 対 象 と し た 書 物 は 、 社 会 学 、 歴 史 学 、 政 治 学 、 社 会

思 想 、 民 俗 学 な ど 多 様 で す が 、 い ず れ の 書 評 に お い て も 、 2 1

世 紀 に 入 っ て ま す ま す 偏 狭 さ を 増 し て き た 「 日 本 」 を め ぐ る

通 念 を 相 対 化 し 、 別 の 歴 史 と 社 会 の あ り 方 へ の 想 像 力 を 得 よ



18 

 

う と し ま し た 。  「 同 時 代 史 」「 群 島 」「 大 学 」「 書 物 」 と い う

そ れ ぞ れ の 「 現 場 」 は 、 い っ け ん バ ラ バ ラ の よ う に 見 え ま す

が 、 本 書 に 通 底 す る テ ー マ は ハ ッ キ リ し て い ま す 。 い ま こ の

国 で 同 時 代 史 を 考 え る と き に 必 要 な キ ー ワ ー ド は 「 冷 戦 （ 経

験 ）」 で す 。 日 本 が な ぜ こ れ ほ ど ひ ど い 国 家 や 社 会 に な っ て

し ま っ た の か を 考 え な け れ ば 、 当 然 な が ら そ れ を 克 服 す る 途

は 得 ら れ ま せ ん 。 そ の 原 因 を 探 っ て い く と 、 冷 戦 の 経 験 を き

っ ち り と 対 象 化 し て こ な か っ た 日 本 社 会 を 、 な お 考 え 抜 か ね

ば な ら な い と い う 点 に 帰 着 し ま す 。 冷 戦 崩 壊 か ら 四 半 世 紀 以

上 た っ た の に 、 い ま だ に 克 服 で き て い な い 冷 戦 経 験 こ そ が

「 現 場 」 で あ る と い わ ね ば な ら な い 。 本 書 の 副 題 「 冷 戦 ガ ラ

パ ゴ ス 」 は こ こ か ら 来 て い ま す 。  

3 .  『 ＜ 群 島 ＞ の 歴 史 社 会 学 ――小 笠 原 諸 島 ・ 硫 黄 島 、 日 本 ・ ア メ

リ カ 、 そ し て 太 平 洋 世 界 』（ 単 著 ： 弘 文 堂 、 現 代 社 会 ラ イ ブ

ラ リ ー 1 2、 2 0 1 3 年 ）   

東 京 都 心 の 約 1 , 0 0 0 k m 南 方 の 北 西 太 平 洋 に 浮 か ぶ 小 笠 原 群

島 （ B o n i n  I s l a n d s） と 、 そ の さ ら に 南 方 約 2 5 0 k m に 浮 か ぶ

硫 黄 列 島 （ 火 山 列 島 ／ Vo l c a n o  I s l a n d s）。 現 在 は ど ち ら も

「 日 本 国 東 京 都 」 に 属 す る こ れ ら の ＜ 小 さ な ＞ 群 島 は 、 日 本

の 辺 境 の 島 と い っ た 観 点 か ら は 決 定 的 に 見 落 と さ れ て し ま

う 、 と て つ も な く ＜ 大 き な ＞ 世 界 史 的 背 景 を も っ て い ま す 。

本 書 は こ れ ら の 群 島 の 眼 か ら 、 海 洋 世 界 の グ ロ ー バ リ ゼ ー シ

ョ ン と り わ け 環 ／ 間 太 平 洋 世 界 （ Tr a n s - P a c i f i c  Wo r l d） の

2 0 0 年 の 近 代 を 描 き な お そ う と す る 、 歴 史 社 会 学 ／ 社 会 史 の

試 み で す 。   

残 念 な こ と で す が 、 現 在 の 日 本 で は 、 か な り 偏 狭 な ナ シ ョ ナ

リ ズ ム や レ イ シ ズ ム が 高 ま っ て い ま す 。「 島 」 と い え ば す ぐ

に 国 境 （ 紛 争 ） や 領 土 （ 問 題 ）・ 領 海 （ 問 題 ） と い っ た 言 葉

http://www.koubundou.co.jp/book/b156238.html
http://www.koubundou.co.jp/book/b156238.html
http://www.koubundou.co.jp/book/b156238.html
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ば か り を 思 い 浮 か べ る よ う な 人 た ち も 、 少 な く あ り ま せ ん 。

し か し わ た し は 、 そ う い う 「 日 本 人 」 に こ そ 、 本 書 を 読 ん で

も ら い た い と 思 っ て い ま す 。   

本 書 で わ た し は 、 近 代 国 家 の 中 心 か ら み た 国 境 ・ 領 土 ・ 領 海

と い っ た 枠 組 み か ら は 決 定 的 に 取 り こ ぼ さ れ て し ま う 、 別 の

歴 史 性 ・ 空 間 性 を 描 こ う と し ま し た 。 ＜ 群 島 と 海 ＞ の 眼 か

ら 、 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン や 国 民 国 家 そ し て 近 代 世 界 そ の も

の を 描 き 直 す 作 業 こ そ が 、 い ま 「 島 」 を め ぐ っ て 繰 り 広 げ ら

れ て い る 偏 狭 な ナ シ ョ ナ リ ズ ム や レ イ シ ズ ム を と き ほ ぐ し て

い く 糸 口 に な る と 考 え て い る か ら で す 。   

安 価 （ 税 別 定 価 1 , 4 0 0 円 ） か つ 軽 量 （ 総 2 0 2 頁 ） で 、 学 部 生

で も 十 分 読 み 通 せ る 内 容 ・ 文 体 に な っ て い る の で 、 み な さ ん

も ぜ ひ 手 に と っ て み て く だ さ い 。 石 原 の 講 義 科 目 「 グ ロ ー バ

リ ゼ ー シ ョ ン 論 」「 ポ ス ト コ ロ ニ ア ル 論 」 で は 、 テ キ ス ト と

し て 使 用 予 定 で す 。  

4 .  『 殺 す こ と ／ 殺 さ れ る こ と へ の 感 度 ――200 9 年 か ら み る 日 本

社 会 の ゆ く え 』（ 単 著 ： 東 信 堂 、 2 0 1 0 年 ）   

2 0 0 9 年 に 1 年 間 、『 週 刊 読 書 人 』 の 「 論 潮 」（ 論 壇 時 評 ） コ

ー ナ ー の 連 載 を 担 当 し ま し た が 、 そ の 内 容 を 元 に し た 現 代 日

本 社 会 論 で す 。   

わ た し が 論 壇 時 評 を 担 当 し た 2 0 0 9 年 は 、 世 界 金 融 危 機 や 日

本 の 自 民 党 か ら 民 主 党 へ の 政 権 交 代 な ど 、 日 本 社 会 を め ぐ る

制 度 や 秩 序 の 変 容 を 象 徴 す る 出 来 事 が 起 こ り 、 生 成 や 崩 壊 の

過 程 に あ る も の の 歴 史 的 位 相 に つ い て 、 か な り 視 界 が 良 い 年

で し た 。 具 体 的 に は 、 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 、 新 保 守 主 義 、 労 働 と

貧 困 、 臓 器 移 植 、 新 し い 戦 争 、 外 国 人 管 理 、 沖 縄 問 題 、 ポ ス

ト コ ロ ニ ア ル 、 ポ ス ト 冷 戦 な ど 、 き わ め て 現 代 的 な ト ピ ッ ク

に つ い て 論 じ て い ま す が 、 底 流 し て い る モ チ ー フ は む し ろ 、

http://www.toshindo-pub.com/book/%E6%AE%BA%E3%81%99%E3%81%93%E3%81%A8%EF%BC%8F%E6%AE%BA%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%B8%E3%81%AE%E6%84%9F%E5%BA%A6/
http://www.toshindo-pub.com/book/%E6%AE%BA%E3%81%99%E3%81%93%E3%81%A8%EF%BC%8F%E6%AE%BA%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%B8%E3%81%AE%E6%84%9F%E5%BA%A6/
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歴 史 的 経 験 に 謙 虚 た れ と い う こ と だ と 思 っ て い ま す 。   

み な さ ん 大 学 生 が 日 本 社 会 を グ ロ ー バ ル な 文 脈 か ら 捉 え る 手

助 け と す べ く 、「 ５ 年 程 度 は 使 え る ブ ッ ク レ ッ ト 」 を 目 指 し

て 、 元 の 連 載 の 原 稿 を 大 幅 に 加 筆 修 正 し て 刊 行 し ま し た 。 刊

行 後 す で に 5 年 以 上 を 経 過 し ま し た が 、 こ の 本 で 書 い た か な

り 冷 徹 な （ や や 悲 観 的 な ） 将 来 展 望 は 、 残 念 な こ と に 多 く の

論 点 に 関 し て ＜ 当 た っ て し ま っ た ＞ と い わ ざ る を え ま せ ん 。

約 1 , 0 0 0 円 で 総 1 0 0 ペ ー ジ と 大 学 生 の み な さ ん に と っ て 手 ご

ろ な の で 、 ぜ ひ 手 に と っ て み て く だ さ い 。  

5 .  『 近 代 日 本 と 小 笠 原 諸 島 ――移 動 民 の 島 々 と 帝 国 』（ 単 著 ： 平

凡 社 、 2 0 0 7 年 ）   

第 7 回 日 本 社 会 学 会 奨 励 賞 （ 2 0 0 8 年 ） 受 賞 作 で す 。   

小 笠 原 群 島 が 2 0 11 年 に 世 界 自 然 遺 産 に 登 録 さ れ た こ と を き

っ か け に 、 そ の 「 美 し い 海 」「 珍 し い 動 植 物 」 は マ ス メ デ ィ

ア を 介 し て 急 激 に 有 名 に な り ま し た 。 し か し 日 本 の マ ス メ デ

ィ ア は 、 こ の 群 島 と そ こ で 生 き て き た 人 び と が ど の よ う な 歴

史 的 経 験 を た ど っ て き た の か に つ い て 、 正 面 か ら 取 り 上 げ る

こ と は ほ と ん ど あ り ま せ ん で し た 。 小 笠 原 群 島 は 、 日 本 帝 国

の 形 成 過 程 で 北 海 道 や 沖 縄 諸 島 な ど と と も に い ち 早 く 占 領 ・

併 合 の 対 象 と な り 、 ア ジ ア 太 平 洋 戦 争 で は 沖 縄 な ど と と も に

軍 事 的 前 線 と し て 利 用 さ れ 、 敗 戦 後 は 米 軍 の 占 領 下 に 置 か れ

る こ と に な っ た 群 島 で す 。   

本 書 は 、 小 笠 原 群 島 が 日 本 帝 国 に 併 合 さ れ る 以 前 に 世 界 各 地

（ 欧 米 大 陸 や 太 平 洋 諸 島 ・ イ ン ド 洋 諸 島 ・ 大 西 洋 諸 島 な ど ）

か ら 船 に 乗 っ て こ の 群 島 に た ど り 着 き 、 の ち に 日 本 帝 国 に よ

っ て 臣 民 ＝ 国 民 と し て 帰 化 さ せ ら れ た 、 出 身 地 も 経 歴 も 雑 多

な 人 び と （ と そ の 子 孫 ） を 主 な 対 象 に し て い ま す 。 か れ ら ＜

移 動 民 ＞ （ の 子 孫 ） が 世 界 市 場 の 動 向 や 国 家 の 法 に 翻 弄 さ れ

http://mgopac.meijigakuin.ac.jp/opac/opac_details.cgi?lang=0&amode=11&place=&bibid=BK00098355&key=B148714517807084&start=1&srmode=0&srmode=0
http://mgopac.meijigakuin.ac.jp/opac/opac_details.cgi?lang=0&amode=11&place=&bibid=BK00098355&key=B148714517807084&start=1&srmode=0&srmode=0


21 

 

な が ら 、 ＜ 群 島 と 海 ＞ を 拠 点 に 1 9 世 紀 か ら 現 在 に 至 る ま で

ど の よ う に 生 き ぬ い て き た の か を 、 文 献 資 料 と イ ン タ ヴ ュ

ー ・ デ ー タ に 基 づ い て 叙 述 ・ 考 察 し て い ま す 。   

少 々 分 厚 い 本 で す が 、 小 笠 原 群 島 と い う 一 地 域 の 近 代 経 験 を

定 点 観 測 し た モ ノ グ ラ フ で あ る と 同 時 に 、 他 方 で ＜ 研 究 者 以

外 の 人 も 読 め る 本 ＞ ＜ 関 心 に 応 じ て ど の 章 か ら で も 読 め る 本

＞ に し よ う と 工 夫 し て 書 い た つ も り で す 。 読 ん で み て く だ さ

い 。  

6 .  『 戦 争 社 会 学 の 構 想 ――制 度 ・ 体 験 ・ メ デ ィ ア 』（ 共 編 著 ： 福

間 良 明 ／ 野 上  元 ／ 蘭  信 三 ／ 石 原  俊  編 、 勉 誠 出 版 、 2 0 1 3

年 ）   

わ た し が 2 0 1 3 年 度 ま で 運 営 委 員 を 務 め て い た 準 学 会 組 織

「 戦 争 社 会 学 研 究 会 」 を 母 体 と す る 論 文 集 で す 。「 総 力 戦 」

か ら 「 冷 戦 」、「 新 し い 戦 争 」 ま で 、 ＜ 戦 争 と 社 会 ＞ に か か わ

る 幅 広 い 領 域 の 論 考 か ら 構 成 さ れ て い ま す 。   

収 録 さ れ た 1 8 本 の 論 考 （ コ ラ ム ・ 講 演 録 を 含 む ） の 執 筆 者

は 、「 戦 中 派 」 の 社 会 学 者 で あ る 森 岡 清 美 先 生 （ 1 9 2 0 年 代 生

ま れ ）、 日 本 の 軍 事 社 会 学 の パ イ オ ニ ア で あ る 高 橋 三 郎 先 生

（ 1 9 3 0 年 代 生 ま れ ） と い っ た 大 家 の 先 生 方 か ら 、 1 9 8 0 年 代

生 ま れ の 若 手 の 社 会 学 者 ま で 、 最 大 5 0 歳 以 上 の 差 と い う 、

じ つ に 幅 広 い 世 代 に わ た っ て い ま す 。   

論 考 の 内 容 は 、 軍 隊 組 織 、 戦 時 動 員 、 兵 士 の 戦 争 体 験 、 戦 時

性 暴 力 、 引 揚 げ 、 戦 場 体 験 と ト ラ ウ マ 、 戦 死 者 表 象 と 慰 霊 、

戦 跡 観 光 、 戦 争 と メ デ ィ ア 、 戦 争 と ジ ェ ン ダ ー ／ セ ク シ ュ ア

リ テ ィ 、 軍 事 占 領 ・ 軍 事 基 地 問 題 、 対 テ ロ 戦 争 と い っ た 、 広

範 な テ ー マ に お よ ん で い ま す 。   

税 別 定 価 6 , 0 0 0 円 と 学 生 の み な さ ん に は や や 高 価 で す が 、 図

書 館 な ど で 手 に と っ て み て く だ さ い 。   

http://bensei.jp/index.php?main_page=product_book_info&products_id=100241
http://bensei.jp/index.php?main_page=product_book_info&products_id=100241
http://bensei.jp/index.php?main_page=product_book_info&products_id=100241
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ほかに 次 の ような も のがあり ま す。 数 が 多 くなり ますが 、 比 較 的

近 年 に書 い た文 章 で大 学 生 のみ なさ んが読 みやす そうな ものを

中 心 にあげ てみ まし た。  

7 .  『 戦 争 社 会 学 ブ ッ ク ガ イ ド ――現 代 世 界 を 読 み 解 く 1 3 2 冊 』

（ 共 著 ： 野 上  元 ／ 福 間 良 明  編 、 創 元 社 、 2 0 1 2 年 ）  

8 .  『 社 会 学 ベ ー シ ッ ク ス  9 巻 ――政 治 ・ 権 力 ・ 公 共 性 』（ 共

著 ： 井 上  俊 ／ 伊 藤 公 雄  編 、 世 界 思 想 社 、 2 0 11 年 ）  

9 .  『 社 会 学 入 門 』（ 共 著 ： 塩 原 良 和 ／ 竹 ノ 下 弘 久  編 、 弘 文 堂 、

2 0 1 0 年 ）  

1 0 .  『 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン と 植 民 地 主 義 』（ 共 著 ： 西 川 長 夫 ／

高 橋 秀 寿  編 、 人 文 書 院 、 2 0 0 9 年 ）  

1 1 .  「〈 島 〉 を め ぐ る 方 法 の 苦 闘 ――同 時 代 史 と わ た り あ う 宮 本 常

一 」（『 現 代 思 想 』 3 9 巻 1 5 号 、 青 土 社 、 2 0 11 年 ）  

1 2 .  「 戦 争 機 械 ／ 女 の 交 換 ／ 資 本 主 義 国 家 ――ノ マ ド と レ ヴ ィ ＝

ス ト ロ ー ス 」（『 K AWA D E  道 の 手 帖  レ ヴ ィ ＝ ス ト ロ ー ス ――

入 門 の た め に 』 河 出 書 房 新 社 、 2 0 1 0 年 ）  

 


